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PRESS RELEASE  2026/10/13      
 

肌が露出した脚は⾒る⼈の性別を問わず視線を引きつける 
〜⼥性の肌が露出した脚は男⼥双⽅の注意を捉えて離しにくい〜 

 
ポイント 

・スカートや短パンから⾒える肌が露出した脚が他者の視線や注意を⾃動的に引きつけるかを検証。 
・露出した脚は、脚を出している⼈、⾒る⼈の性別を問わず、⾐服で覆われた脚より⻑く注視。 
・⼥性の露出した脚は、課題と無関係でも男⼥双⽅の注意を捉えて離しにくいことが明らかに。 

 
概要 
 北海道⼤学⼤学院⽂学研究院の河原純⼀郎教授らの研究グループは、静岡⼤学教育学部の鶴⾒周摩
助教、福⼭⼤学⼈間⽂化学部の反⽥智之講師と共同で、スカートや短パンなどから⾒えている脚（以
下、肌が露出した脚）が、⾒る⼈の視線や視覚的注意を⾃動的に引きつけるかを、⾏動実験と視線計
測実験により検証しました。 
 脚は顔と並んで⼈の印象を左右する⾝体部位であり、脚をきれいに⾒せるためのエクササイズや美
容施術にも広く関⼼が集まっています。しかし、露出した脚が⾒る⼈の意図とは無関係に注意を奪う
対象として働くのかは明らかではありませんでした。 
 本研究では、画⾯上の⽂字を探す課題の間、無関係な脚の画像を呈⽰し続ける実験と、ダンス動画
を⾃由に⾒ているときの視線を計測する実験を⾏いました。その結果、肌が露出した脚はダンサーの
性別や⾒る⼈の性別にかかわらず、⾐服で覆われた脚よりも⻑く⾒られました。また、⼥性の肌が露
出した脚は、男性の肌が露出した脚に⽐べて、男⼥双⽅の参加者の注意を捉えて離しにくいことが分
かりました。⼀⽅、腕を露出させても、このような効果は⽣じませんでした。これらの結果は、肌が
露出した脚が、⾒る⼈の意図とは無関係に注意を引きつける社会的な信号として働く可能性を⽰して
います。 
 なお、本研究成果は、2026 年 9 ⽉ 18 ⽇（⾦）公開の Consciousness and Cognition 誌にオンライ
ン掲載されました。 

 
図 視線計測実験の結果より抜粋。参加者とダンサーの性別によらず、肌が露出した脚に視線が向いた。 
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【背景】 
 露出の多い服装は、メディアや⽇常⽣活で広く⾒られます。脚は⼈の印象を形づくる重要な⾝体部
位であり、脚の⻑さの⽐率が魅⼒の判断に関わることや、脚の⽪膚に健康状態が現れやすいことが知
られています。これまでの視線計測研究では、⾝体のどの部位がよく⾒られるかは、⾒る⼈の性別や
関⼼によって異なることが報告されてきました。しかし、露出した脚が⾒る⼈の⽬的とは無関係に注
意を引きつけるのかは明らかではありませんでした。もし肌が露出した脚が⾃動的に注意を奪うので
あれば、運転など注意を要する作業の妨げになる可能性もあります。そこで研究グループは、肌が露
出した脚が⾒る⼈の性別を問わず注意を引きつける信号として働くかを検証しました。 

 
【研究⼿法】 

 実験 1 では、成⼈ 108 名が画⾯上に散らばった複数の⽂字「L」の中から、標的（横向きの「Ｔ」）
を探し、その向きを答える課題を⾏いました。探索画⾯の左側には、課題と無関係な画像として、⼥
性の肌が露出した脚、男性の肌が露出した脚、または肌が露出した脚の画像を元の形が分からないよ
うに加⼯した⽐較画像のいずれかを実験中常に呈⽰しました（p1 図）。実験 2 では成⼈ 68 名が、同
じダンサーがステップを踊る 2 本の動画（⼀⽅は短パン、もう⼀⽅は⻑ズボン）を左右に並べて⾃由
に⾒る間の視線を視線計測装置で記録しました。ダンサーは男⼥各 1 名でした。 

 
【研究成果】 

 実験 1 では、探す⽂字が多く課題が難しい条件で、⼥性の肌が露出した脚が提⽰されていると、男
性の肌が露出した脚の場合に⽐べて標的を⾒つけるまでの時間が⻑くなりました。さらに、⼥性の肌
が露出した脚が呈⽰されている場合に限り、標的が脚と同じ側に現れると、反対側に現れる場合より
も速く⾒つかりました。これは、⼥性の肌が露出した脚が注意をその⽅向に引き寄せ、留めていたこ
とを⽰しています。この傾向に参加者の性別による違いはありませんでした。 
 実験 2 では、動画の脚の領域を⾒た時間を分析したところ、男⼥の参加者ともに、ダンサーの性別
にかかわらず、肌が露出した脚を覆われた脚よりも⻑く⾒ていました。顔を含む上半⾝が最もよく⾒
られる中でも、この効果は⽣じていました。⼀⽅、腕を露出させても⾒る時間は変わりませんでした。
このことから、この効果は単に肌の明るい領域が⽬⽴つためではなく、脚に特有のものと考えられま
す。 

 
【今後への期待】 

 この成果は、⾐装デザイン、広告マーケティング、エンターテインメント分野において、顧客・聴
衆の視線を引きつける効果的な演出・視覚デザインに応⽤できると期待されます。⼀⽅で、⾼負荷な
作業時や運転中などで意図しない注意の捕捉が⾒落としにつながるリスクの指摘としても重要な知
⾒です。さらに、他者からの⾃動的な視線集中が引き起こす⼼理的影響（性的対象化やボディ・イメ
ージに関する不安など）のメカニズム解明に向けた基礎データとしての活⽤も期待されます。 

 
【謝辞】 

 本研究は JSPS 科研費 JP26K16937、JP25K00892、JP24K22818、JP23K18965 の助成を受けまし
た。 

 
 



 3 / 3 

論⽂情報 
論⽂名 The presence of bare legs captures visual attention and eye movements（肌が露出した脚

の存在は視覚的注意と眼球運動を引きつける） 
著者名 鶴⾒周摩 1,2※、反⽥智之 3※、河原純⼀郎 1（1 北海道⼤学⼤学院⽂学研究院、2 静岡⼤学教育

学部、3 福⼭⼤学⼈間⽂化学部）※同等貢献 
雑誌名 Consciousness and Cognition（意識と認知に関する専⾨誌） 
ＤＯＩ 10.1016/j.concog.2026.104133 
公表⽇ 2026 年 9 ⽉ 18 ⽇（⾦）（オンライン公開） 

 
お問い合わせ先 

北海道⼤学⼤学院⽂学研究院 教授 河原純⼀郎（かわはらじゅんいちろう） 
ＴＥＬ 011-706-4154 メール jkawa@let.hokudai.ac.jp 
ＵＲＬ https://researchmap.jp/jik  

配信元 
北海道⼤学社会共創部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条⻄ 5 丁⽬） 

ＴＥＬ 011-706-2610  ＦＡＸ 011-706-2092  メール jp-press@general.hokudai.ac.jp 
静岡⼤学総務部広報・基⾦課（〒422-8529 静岡県静岡市駿河区⼤⾕ 836） 

ＴＥＬ 054-238-5179  ＦＡＸ 054-238-4450  メール koho_all@adb.shizuoka.ac.jp 
福⼭⼤学広報部広報課（〒729-0292 広島県福⼭市学園町 1 番地三蔵） 

ＴＥＬ 084-936-2112  ＦＡＸ 084-936-2213  メール fu_kouhou@fukuyama-u.ac.jp 
 


